
高等部研究 実践報告



高等部研究テーマ

指導計画の実践を通じた、

指導内容と評価規準の妥当性の検討について

～職業Ⅱ／自立活動の授業を通して～



高等部研究目標

①指導と評価の一体化に向けて、指導計画や学習内容につい

て検討し、授業改善を図りながら、質の高い学びを目指す。

②授業研究を通して、授業の質や教職員の授業力を向上させる。

また、指導計画や評価規準の設定に関することなどについて学

部全体で共有し、教職員の指導力と専門性の向上を目指す。



①単元の評価規準と評価に係る検討
・学習指導要領の各教科にある内容のまとまりと目標設定の整理
・単元の内容のまとまりと関連付けた目標の整理、妥当性について検討

②職業Ⅱ/自立活動の授業評価における検討
・上記①でまとめた目標、支援方法・活動内容が適切だったか授業実践
を通して、授業改善を行う。

研究方法



①研究対象授業の選定
・R3「高等部 生徒実態調査表」を活用し、職業Ⅱの学習を通して身に付けさせたい力を検討、

明確化

・アンケート結果と学習指導要領をまとめ、「令和４年度高等部 職業Ⅱにおける」を作成。

・単元計画の作成や授業実践を通して、評価規準と「職業Ⅱにおける身に付けさせたい力」が妥

当であるか、検討していく。

研究内容及び経過



② 学期ごとの「身に付けさせたい力」の検討
・各作業班で共通したねらいをもって、単元の計画を作成してもらうために、それぞれ
の学期でねらう「身に付けさせたい力」の検討を行った。

１学期→指示の理解、工程の理解、身だしなみ 【知・技】
２、３学期→協力、自ら判断して行動する力 【思・判・表】
年間を通して→仕事に対する意欲、自分の役割への責任感 【学】

研究内容及び経過



③評価を行う生徒の選定基準の検討と選定
・授業の評価を行う際、各作業班で共通した課題をもった生徒の評価をするために、
アンケートの調査を行った。

①落ち着き、集中力が少ない生徒
②言語力（報連相が苦手も含む）に課題のある生徒
③１年生から１名、２・３年生から１名選出する

研究内容及び経過



④単元計画の作成
・研究部から提案した話し合いの観点（目標、活動内容、支援方法、評価規準、次に進
むための指導）に沿って、単元の目標や目標を達成するための活動内容などを検討した。

・生徒の実態を細かく把握し、身に付けさせたい力や目標を設定
・課題を解決するための活動の設定
・卒業後をイメージしながら

研究内容及び経過



④単元計画の作成
（１）工芸班 （２）サービス班

研究内容及び経過



④単元計画の作成
（３）農園班 （４）自立活動（職業）グループ

研究内容及び経過



⑤授業実践と評価
・９月、１０月、１１月の３ヶ月の間に、月に１度検討する日（学部研究
日）を設け、実践と評価・改善を３サイクル行った。

・観察や対話による評価方法を採用。
・評価は、研究部から提案した話し合いの観点（目標の設定、活動内容、支
援方法、評価規準、次に進むための指導）を参考に行った。

研究内容及び経過

１サイクル

実践 評価
改善

２サイクル

実践 評価
改善

３サイクル

実践 評価
改善



⑤授業実践と評価
（１）工芸班

研究内容及び経過

評価対象生徒①
質問ができず、
一人で作業を
進める

必要になる言葉を提示
し、質問の仕方を繰り
返し示す

報告や相談ができる
ようになってきた！

教師からのきっかけを
与えたりロールプレイ
をしたりする

評価対象生徒②

自分からの
発信が少ない

班長としての役割

様々な教師に発信す
ることができるよう
になってきた！

教師からのきっかけ
（教師からの声掛け）

大きな声を出そう
としたり、友達に
自分から働きかけ
たりする場面も出
てきた！



⑤授業実践と評価
（１）工芸班
○目標について
・個々の生徒の実態に応じた目標の設定
・目標に合わせた評価基準を、段階を踏みながら設定
・ワークシートを使用した学習内容の確認（知識技能に関する目標）

○次に進むための指導
・パターン以外の言葉を使えるための指導の工夫
・必要な場面で必要な事柄を伝えるための力を身に付ける指導の工夫

研究内容及び経過



⑤授業実践と評価
（２）サービス班

研究内容及び経過

評価対象生徒①②
友達とコミュ
ニケーション
をとらずに仕
事をしている

二人で作業する
場面の設定

コミュニケーション
の必要性に気付き、
自然にコミュニケー
ションをとることが
できるようになって
きた！

教師とやりとりしながら
振り返りを行う



⑤授業実践と評価
（２）サービス班
○目標について
・長期的な目線で見た、目標の設定
・生徒一人一人の目標の明確化

○次に進むための指導
・報告や質問の場面や定型文がわかるようなマニュアルの作成
・振り返り活動の、自己評価（◎、○、△）の基準の設定

研究内容及び経過



⑤授業実践と評価
（３）農園班

研究内容及び経過

評価対象生徒①
教師の促しが
ないと、友達
に声を掛けな
い

「協力」の理解

友達に自分から声を
掛けて、準備や作業
の分担ができるよう
になってきた！

教師からのきっかけ
（教師からの声掛け）

評価対象生徒②

同じ作業の積み重ね

繰り返し行ってきた
作業で、友達に自分
から声を掛けること
ができた！

教師からのきっかけ
（教師からの声掛け）

教師の促しがない
と、友達に声を掛
けない



⑤授業実践と評価
（３）農園班
○目標について
・細かい実態把握と、それに応じた目標や評価規準の設定
・生徒へのねらいの焦点化と指導の統一

○次に進むための指導
・作業の意図の説明
・活動前と後での畑の様子の違いがわかるような視覚的支援

研究内容及び経過



⑤授業実践と評価
（４）自立活動（職業）グループ

研究内容及び経過

評価対象生徒
様々な素材に
興味をもって
ほしい

同じ活動の積み重ね

変化に気付いたり教
師の真似をしたりし
て、様々な教師や生
徒とも関わりながら
取り組むことができ
るようになった！

自己選択の場面の設定

素材に注目した
り触れたりする
ことができた！

素材の変化
に気付いて
ほしい

様々な人と
一緒に活動
してほしい

同じ活動の積み重ね



⑤授業実践と評価
（４）自立活動（職業）グループ
○目標の変遷について

○次に進むための指導について
・わかりやすい方法でわかりやすい選択肢の提示
・自分の行動次第で結果が変わることがわかるような指導

研究内容及び経過

見たり触れたりして
素材を確かめる

染め物に触れる中で素材の
変化に気付くことができる

教師の支援を受け入れながら
活動に取り組むことができる

交流校の生徒を意識しながら、
一緒に活動を行うことができる



①成果
（１）「令和4年度高等部職業Ⅱにおける身に付けさせたい力」の妥当性

・学習指導要領に沿っている部分が多い。
・生徒の実態に合うように、文言を変えながら目標や評価規準に設定。

・生徒達が、教師がねらった身に付けさせたい力を、身に付けることが
できたり意識しようとすることができた。
・生徒にとって少し高い目標設定でも、繰り返し行うことで、意識でき
るようになってきた様子が見られた。

研究の成果と課題

本校生徒に対して有効であったと考えられる



①成果
（２）指導内容と評価規準の妥当性について
〇指導内容の妥当性
（a）自分の課題をより理解していくための工夫
・ロールプレイ、友達や教師との振り返り活動、役割の分担、自己選択

（b）作業班の計画的な目標設定
・１学期の考え方、２・３学期の考え方

〇評価規準の妥当性
・生徒に応じた目標の設定
・教師間で展開の工夫や活動の精選、指導方針の統一

・学習内容の明確化
・目標を意識しながらの授業参加

研究の成果と課題

評価規準は妥当であったと考えられる

本校生徒に対して有効であったと考えられる



②課題
（１） 「令和4年度高等部職業Ⅱにおける身に付けさせたい力」について
・情報活用能力の育成が求められる時代。それに合った表現に改定していく。
・その時代に合った力を見極め、文言を加筆修正していく必要はある。

（２）評価方法について
・評価の基準の設定
・他の授業にも反映
・生徒の行動をより分析できる専門性の向上
・授業力の向上

研究の成果と課題


